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GPT-4o 

下記の会社の知的財産投資について評価し、今後の戦略について提案してください。 「企業概

要：通信技術の研究開発企業。 投資内容：過去 5 年間で、通信プロトコル関連の特許 10 件取

得。 総投資額：5 億円（特許申請費用、研究開発費、法的費用など含む）。 特許出願権利化費

用：1 億円。研究開発費：3 億円。法的費用、維持費：1 億円。 収益の詳細は、特許に基づく製品

売上：7 億円。ライセンス料収入：2 億円。間接収益（推定）：ブランド価値向上などによる 1 億円。 

費用対効果分析は、総収益：10 億円（直接収益 9 億円 + 間接収益 1 億円）。総コスト：5 億円。

ネット利益：5 億円。ネット現在価値（NPV）：4 億円（割引率を 5%と仮定）。内部収益率（IRR）：

20%。 リスク評価は、市場変化によるリスク：中。技術進化に対する追加投資の必要性：高。 質

的影響は、市場での競争優位性：高い。顧客との関係：強化された。技術リーダーシップ：確立。」 

戦略についての詳細な提案は、挑戦的なプラン、岩盤プラン、中間プランの 3 つのプランについ

て詳細な提案を行ってください。 挑戦的プランについて、それぞれの項目について具体的な数字

を挙げた事業計画を提案してください。事業計画には、年度ごとの財務計画、ROIC,EVA なども含

めて事業計画として示してください。 

コピー 

知的財産投資の評価に基づいて、以下の 3 つの戦略プランを提案いたします。各プランは、企業

のリスク許容度や成長志向に応じて選択できるように設計されています。 

挑戦的プラン 
目標: 市場での圧倒的競争優位性を確立し、高成長を実現。 

• 特許ポートフォリオの拡大 

• 次の 3 年間でさらに 20 件の特許を取得。総研究開発費用を 10 億円に

増額。 

• 取得特許をベースとした新製品開発と市場投入を迅速化。 

• グローバル市場への進出 

• 海外市場での特許取得（各国での特許費用として追加 1 億円を予定）。 

• グローバル営業チームの強化に 2 億円投資。 

• 財務計画 

• 年度ごとの投資 

• 1 年目: 研究開発費 4 億円、特許取得費用 1.5 億円 

• 2 年目: 研究開発費 3 億円、特許取得費用 1.5 億円 

• 3 年目: 海外進出費用 2 億円 

• 収益予測：新製品及び新市場での売上合計 20 億円（3 年目から） 

• ROIC (Return on Invested Capital)：25% 

• EVA (Economic Value Added)：3 億円増加を目指す 

岩盤プラン 
目標: 現状の競争優位性を維持しつつ、安全な利益の確保。 

• 現有特許からの最大収益化 

• 現在の 10 件の特許を活用したライセンス収入の増加。 

• 合作企業との共同製品開発で市場シェアを維持。 
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• コスト最適化 

• 特許維持費の削減と効率的な法務部門の運用。 

• 研究開発費を 2 億円に抑えて、収益性を重視。 

• 財務計画 

• 年間売上予測：安定的に 10 億円 

• ROIC：15% 

• EVA：1 億円の増加を維持 

中間プラン 
目標: 安定成長と戦略的拡大のバランスをとる。 

• 戦略的提携と技術アップデート 

• 複数企業との技術提携により、新たな市場機会を探る。 

• 5 億円を共同開発プロジェクトに割り当て。 

• 選択的地域拡大 

• アジア市場での特許取得及び市場調査に 1 億円投資。 

• 財務計画 

• 研究開発費用：年間 3 億円 

• 3 年間で売上 15 億円を計画 

• ROIC：20% 

• EVA：2 億円の増加を達成 

挑戦的プランの事業計画 
• 3 年間の財務計画 

• 総投資：15 億円（研究開発 10 億円、特許取得 3 億円、海外展開 2 億

円） 

• 目標売上：1 年目 3 億円、2 年目 7 億円、3 年目 20 億円 

• 累積ネット利益：10 億円（3 年目終了時点） 

• 年度ごとの ROIC, EVA 

• 1 年目: ROIC 10%, EVA 0.5 億円 

• 2 年目: ROIC 15%, EVA 1 億円 

• 3 年目: ROIC 25%, EVA 3 億円 

これらの戦略を通じて、企業は競争力を高め、成長と安定のバランスを保ちながら知的財産投資

の成果を最大化することが期待できます。それぞれのプランについては、具体的な市場分析や技

術ロードマップを基に細部を調整し、実行計画を策定することをお勧めします。 

 
 
Gemini 1.5 Pro 

下記の会社の知的財産投資について評価し、今後の戦略について提案してください。 「企業概

要：通信技術の研究開発企業。 投資内容：過去 5 年間で、通信プロトコル関連の特許 10 件取

得。 総投資額：5 億円（特許申請費用、研究開発費、法的費用など含む）。 特許出願権利化費

用：1 億円。研究開発費：3 億円。法的費用、維持費：1 億円。 収益の詳細は、特許に基づく製品

売上：7 億円。ライセンス料収入：2 億円。間接収益（推定）：ブランド価値向上などによる 1 億円。 
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費用対効果分析は、総収益：10 億円（直接収益 9 億円 + 間接収益 1 億円）。総コスト：5 億円。

ネット利益：5 億円。ネット現在価値（NPV）：4 億円（割引率を 5%と仮定）。内部収益率（IRR）：

20%。 リスク評価は、市場変化によるリスク：中。技術進化に対する追加投資の必要性：高。 質

的影響は、市場での競争優位性：高い。顧客との関係：強化された。技術リーダーシップ：確立。」 

戦略についての詳細な提案は、挑戦的なプラン、岩盤プラン、中間プランの 3 つのプランについ

て詳細な提案を行ってください。 挑戦的プランについて、それぞれの項目について具体的な数字

を挙げた事業計画を提案してください。事業計画には、年度ごとの財務計画、ROIC,EVA なども含

めて事業計画として示してください。 

コピー 

知的財産投資評価と今後の戦略提案 
1. 知的財産投資評価 
貴社の知的財産投資は、現時点では成功と言えるでしょう。 

• 高い収益性: 投資額 5 億円に対し、総収益 10 億円、ネット利益 5 億円、NPV4 億

円、IRR20%と高い収益性を達成しています。 

• 市場での競争優位性: 特許取得による高い技術力を背景に、市場での競争優位性を

築き、顧客との関係強化、技術リーダーシップの確立を実現しています。 

一方で、 

• 技術進化への対応: 通信技術は変化が激しいため、継続的な研究開発と特許取得に

よる技術優位の維持が課題です。 

2. 今後の戦略提案 
2.1. 挑戦的プラン 
目標: 今後 5 年間で、次世代通信技術のリーディングカンパニーとしての地位を確立する。 

具体的な戦略: 

• 研究開発投資の拡大: 次世代通信技術（例：6G, Beyond 5G）の研究開発に注力し、

競争優位性を維持・拡大します。具体的には、今後 5 年間で 15 億円の研究開発費

を投資し、毎年 3 件以上の特許取得を目指します。 

• グローバル展開: 保有特許を活用し、海外市場への進出を積極的に進めます。特に、

高成長が見込まれる東南アジア市場への進出を加速します。 

• M&A の検討: 事業シナジーが見込める企業の M&A を検討し、技術ポートフォリオの

強化と市場シェアの拡大を目指します。 

事業計画（今後 5 年間） 

年度 投資額（億円） 売上高（億円） 営業利益（億円） ROIC EVA 

1 年目 6 12 4 15% 1 

2 年目 7 15 5 18% 2 

3 年目 8 20 7 20% 3 
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年度 投資額（億円） 売上高（億円） 営業利益（億円） ROIC EVA 

4 年目 9 25 9 22% 4 

5 年目 10 30 11 25% 5 

• 投資額: 研究開発費、人件費、設備投資、M&A 資金を含む。 

• 売上高: 特許に基づく製品売上、ライセンス料収入を含む。 

• 営業利益: 売上高から売上原価、販売費および一般管理費を差し引いた金額。 

• ROIC (投下資本利益率): 営業利益を投下資本で割った値。ここでは、ROIC15%以上

を目標とする。 

• EVA (経済的付加価値): 営業利益から資本コストを差し引いた値。ここでは、EVA を

前年比で増加させることを目標とする。 

KPI: 

• 特許取得件数: 毎年 3 件以上 

• 海外売上高比率: 5 年後までに 20%達成 

• M&A による売上増加額: 5 年後までに 5 億円達成 

リスクと対策: 

• 技術開発の遅延: 競合他社の動向を常に注視し、研究開発のスピードアップを図る。

必要に応じて、外部機関との連携や共同研究も検討する。 

• 海外市場での競争激化: 現地企業との提携や市場調査の強化などにより、市場ニー

ズを的確に捉えた製品・サービス開発を行う。 

• M&A の失敗: M&A 候補企業のデューデリジェンスを徹底し、シナジー実現の可能性

を見極める。 

2.2. 岩盤プラン 
目標: 既存技術の収益最大化を図りつつ、堅実な収益基盤を構築する。 

具体的な戦略: 

• 既存特許の活用促進: ライセンス契約の拡大や、特許技術を活用した新製品開発等

により、収益最大化を図る。 

• コスト管理の徹底: 研究開発費や特許維持費などを適切に管理し、収益性を向上させ

る。 

• 内部人材の育成: 継続的な技術開発力を確保するため、人材育成プログラムを充実

させる。 

2.3. 中間プラン 
目標: 挑戦的プランと岩盤プランの中間的な位置づけで、リスクを抑えつつ、将来の成長に向けた

投資も行う。 

具体的な戦略: 

• 次世代技術への選択と集中: 市場動向を見極めながら、有望な次世代通信技術に絞

って研究開発投資を行う。 
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• 既存事業とのシナジー重視: 新規事業展開は、既存事業とのシナジー効果が高い分

野に限定する。 

• 外部連携の強化: 大学や研究機関との共同研究など、外部連携を強化することで、効

率的な技術開発を推進する。 

まとめ 
貴社は高い技術力と知的財産戦略によって、優れた業績を収めています。今後、更なる成長を遂

げるためには、市場環境や競合状況、そして経営資源などを総合的に判断し、最適な戦略を選択

することが重要です。上記プランを参考に、自社にとって最適な戦略を策定し、実行していくことを

期待します。 

 
 
 
 
 
Claude 3.5 Sonnet 

下記の会社の知的財産投資について評価し、今後の戦略について提案してください。 「企業概

要：通信技術の研究開発企業。 投資内容：過去 5 年間で、通信プロトコル関連の特許 10 件取

得。 総投資額：5 億円（特許申請費用、研究開発費、法的費用など含む）。 特許出願権利化費

用：1 億円。研究開発費：3 億円。法的費用、維持費：1 億円。 収益の詳細は、特許に基づく製品

売上：7 億円。ライセンス料収入：2 億円。間接収益（推定）：ブランド価値向上などによる 1 億円。 

費用対効果分析は、総収益：10 億円（直接収益 9 億円 + 間接収益 1 億円）。総コスト：5 億円。

ネット利益：5 億円。ネット現在価値（NPV）：4 億円（割引率を 5%と仮定）。内部収益率（IRR）：

20%。 リスク評価は、市場変化によるリスク：中。技術進化に対する追加投資の必要性：高。 質

的影響は、市場での競争優位性：高い。顧客との関係：強化された。技術リーダーシップ：確立。」 

戦略についての詳細な提案は、挑戦的なプラン、岩盤プラン、中間プランの 3 つのプランについ

て詳細な提案を行ってください。 挑戦的プランについて、それぞれの項目について具体的な数字

を挙げた事業計画を提案してください。事業計画には、年度ごとの財務計画、ROIC,EVA なども含

めて事業計画として示してください。 

コピー 

ご提供いただいた情報に基づき、この通信技術の研究開発企業の知的財産投資について評価

し、今後の戦略を提案いたします。 

評価： この企業の知的財産投資は、現時点では成功していると評価できます。5 億円の投資に

対して 10 億円の総収益を上げ、5 億円のネット利益を生み出しています。20%の IRR は一般的

に良好な投資収益率と見なされます。また、市場での競争優位性や技術リーダーシップの確立な

ど、質的な面でも良好な結果を出しています。 

しかし、技術進化に対する追加投資の必要性が高いことや、市場変化によるリスクが中程度ある

ことから、今後の戦略立案において注意が必要です。 
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今後の戦略提案（挑戦的プラン）： 

挑戦的プランでは、研究開発への投資を大幅に増加させ、新たな技術領域への進出を図ります。

同時に、特許ポートフォリオの拡大と積極的なライセンシング戦略を展開します。 

5 年間の事業計画： 

1 年目: 

• 研究開発費: 5 億円（前年比 67%増） 

• 特許出願数: 15 件 

• 特許関連費用: 1.5 億円 

• 総投資額: 7 億円 

• 予想収益: 12 億円（製品売上 9 億円、ライセンス料 3 億円） 

• ROIC: 15% 

• EVA: 3 億円 

2 年目: 

• 研究開発費: 6 億円 

• 特許出願数: 20 件 

• 特許関連費用: 2 億円 

• 総投資額: 8.5 億円 

• 予想収益: 15 億円（製品売上 11 億円、ライセンス料 4 億円） 

• ROIC: 16% 

• EVA: 3.5 億円 

3 年目: 

• 研究開発費: 7 億円 

• 特許出願数: 25 件 

• 特許関連費用: 2.5 億円 

• 総投資額: 10 億円 

• 予想収益: 19 億円（製品売上 14 億円、ライセンス料 5 億円） 

• ROIC: 17% 

• EVA: 4 億円 

4 年目: 

• 研究開発費: 8 億円 

• 特許出願数: 30 件 

• 特許関連費用: 3 億円 

• 総投資額: 11.5 億円 

• 予想収益: 24 億円（製品売上 18 億円、ライセンス料 6 億円） 

• ROIC: 18% 

• EVA: 5 億円 

5 年目: 

• 研究開発費: 9 億円 
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• 特許出願数: 35 件 

• 特許関連費用: 3.5 億円 

• 総投資額: 13 億円 

• 予想収益: 30 億円（製品売上 23 億円、ライセンス料 7 億円） 

• ROIC: 20% 

• EVA: 6 億円 

5 年間の累計: 

• 総投資額: 50 億円 

• 総収益: 100 億円 

• ネット利益: 50 億円 

• 平均 ROIC: 17.2% 

• 累計 EVA: 21.5 億円 

この挑戦的プランでは、研究開発費と特許関連費用を大幅に増加させ、新技術の開発と特許ポ

ートフォリオの拡大を図ります。これにより、製品売上とライセンス料収入の両方で大幅な成長を

目指します。 

リスク対策として、各年度の成果を綿密に評価し、必要に応じて計画を調整します。また、外部と

の協力関係を強化し、リスクの分散と技術獲得の加速を図ります。 

この計画は非常に野心的であり、実行には慎重な管理と柔軟な対応が必要です。市場動向や技

術トレンドを常に注視し、必要に応じて戦略の微調整を行うことが重要です。 

 
 
 
 
 
Perplexity Web 検索 

下記の会社の知的財産投資について評価し、今後の戦略について提案してください。 「企業概

要：通信技術の研究開発企業。 投資内容：過去 5 年間で、通信プロトコル関連の特許 10 件取

得。 総投資額：5 億円（特許申請費用、研究開発費、法的費用など含む）。 特許出願権利化費

用：1 億円。研究開発費：3 億円。法的費用、維持費：1 億円。 収益の詳細は、特許に基づく製品

売上：7 億円。ライセンス料収入：2 億円。間接収益（推定）：ブランド価値向上などによる 1 億円。 

費用対効果分析は、総収益：10 億円（直接収益 9 億円 + 間接収益 1 億円）。総コスト：5 億円。

ネット利益：5 億円。ネット現在価値（NPV）：4 億円（割引率を 5%と仮定）。内部収益率（IRR）：

20%。 リスク評価は、市場変化によるリスク：中。技術進化に対する追加投資の必要性：高。 質

的影響は、市場での競争優位性：高い。顧客との関係：強化された。技術リーダーシップ：確立。」 

戦略についての詳細な提案は、挑戦的なプラン、岩盤プラン、中間プランの 3 つのプランについ

て詳細な提案を行ってください。 挑戦的プランについて、それぞれの項目について具体的な数字

を挙げた事業計画を提案してください。事業計画には、年度ごとの財務計画、ROIC,EVA なども含

めて事業計画として示してください。 
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コピー 

知的財産投資の評価と今後の戦略提案 
現在の評価 

• 投資内容と収益: 

• 特許取得: 過去 5 年間で通信プロトコル関連の特許 10 件取得。 

• 総投資額: 5 億円（特許申請費用、研究開発費、法的費用など含む）。 

• 収益: 特許に基づく製品売上 7 億円、ライセンス料収入 2 億円、間接収

益（ブランド価値向上など）1 億円。 

• 費用対効果分析: 総収益 10 億円、総コスト 5 億円、ネット利益 5 億円、

NPV4 億円（割引率 5%）、IRR20%. 

• リスク評価: 

• 市場変化によるリスク: 中。 

• 技術進化に対する追加投資の必要性: 高. 

• 質的影響: 

• 市場での競争優位性: 高い。 

• 顧客との関係: 強化された。 

• 技術リーダーシップ: 確立. 

今後の戦略提案 
以下の 3 つのプラン（挑戦的プラン、岩盤プラン、中間プラン）について詳細な提案を行います。 

1. 挑戦的プラン 
目標: 技術リーダーシップをさらに強化し、市場シェアを拡大する。 

具体的な数字を含む事業計画: 

• 年度ごとの財務計画: 

• 2025 年度: 特許申請費用 1.5 億円、研究開発費 4.5 億円、法的費用 1

億円。総投資額 7 億円。 

• 2026 年度: 特許申請費用 2 億円、研究開発費 5 億円、法的費用 1.5 億

円。総投資額 8.5 億円。 

• 2027 年度: 特許申請費用 2.5 億円、研究開発費 6 億円、法的費用 2 億

円。総投資額 10.5 億円。 

• 収益予測: 

• 2025 年度: 特許に基づく製品売上 10 億円、ライセンス料収入 3 億円、

間接収益 1.5 億円。総収益 14.5 億円。 

• 2026 年度: 特許に基づく製品売上 12 億円、ライセンス料収入 4 億円、

間接収益 2 億円。総収益 18 億円。 

• 2027 年度: 特許に基づく製品売上 15 億円、ライセンス料収入 5 億円、

間接収益 2.5 億円。総収益 22.5 億円。 

• ROIC と EVA: 

• 2025 年度: ROIC 25%、EVA 3.5 億円。 

• 2026 年度: ROIC 28%、EVA 5 億円。 
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• 2027 年度: ROIC 30%、EVA 6.5 億円。 

具体的な戦略: 

• 特許取得の加速: 通信プロトコル関連の特許をさらに 20 件取得し、技術リーダーシッ

プを強化。 

• 研究開発の強化: 新技術の開発に重点を置き、市場での競争優位性を維持。 

• ライセンス料収入の増加: 新たなパートナーとのライセンス契約を増やし、収益を拡

大。 

• ブランド価値向上: 技術リーダーシップをアピールし、ブランド価値を高めるためのマ

ーケティング活動を強化。 

2. 岩盤プラン 
目標: 安定した収益を維持し、リスクを最小限に抑える。 

具体的な数字を含む事業計画: 

• 年度ごとの財務計画: 

• 2025 年度: 特許申請費用 1 億円、研究開発費 3 億円、法的費用 1 億

円。総投資額 5 億円。 

• 2026 年度: 特許申請費用 1.2 億円、研究開発費 3.5 億円、法的費用

1.2 億円。総投資額 5.9 億円。 

• 2027 年度: 特許申請費用 1.5 億円、研究開発費 4 億円、法的費用 1.5

億円。総投資額 7 億円。 

• 収益予測: 

• 2025 年度: 特許に基づく製品売上 8 億円、ライセンス料収入 2.5 億円、

間接収益 1.2 億円。総収益 11.7 億円。 

• 2026 年度: 特許に基づく製品売上 9 億円、ライセンス料収入 3 億円、間

接収益 1.5 億円。総収益 13.5 億円。 

• 2027 年度: 特許に基づく製品売上 10 億円、ライセンス料収入 3.5 億

円、間接収益 1.8 億円。総収益 15.3 億円。 

• ROIC と EVA: 

• 2025 年度: ROIC 20%、EVA 2.3 億円。 

• 2026 年度: ROIC 22%、EVA 2.8 億円。 

• 2027 年度: ROIC 24%、EVA 3.3 億円。 

具体的な戦略: 

• 既存特許の活用: 既存の特許を効率的に活用し、収益を安定的に維持。 

• リスク管理: 市場変化や技術進化に対するリスクを最小限に抑えるためのリスク管理

策を講じる。 

• コスト削減: 研究開発費や法的費用を削減し、効率的な運営を目指す。 

3. 中間プラン 
目標: 挑戦的プランと岩盤プランの中間的なアプローチで、リスクと収益のバランスを取る。 

具体的な数字を含む事業計画: 

• 年度ごとの財務計画: 
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• 2025 年度: 特許申請費用 1.2 億円、研究開発費 3.8 億円、法的費用

1.2 億円。総投資額 6.2 億円。 

• 2026 年度: 特許申請費用 1.5 億円、研究開発費 4.5 億円、法的費用

1.5 億円。総投資額 7.5 億円。 

• 2027 年度: 特許申請費用 1.8 億円、研究開発費 5.2 億円、法的費用

1.8 億円。総投資額 8.8 億円。 

• 収益予測: 

• 2025 年度: 特許に基づく製品売上 9.5 億円、ライセンス料収入 3.2 億

円、間接収益 1.5 億円。総収益 14.2 億円。 

• 2026 年度: 特許に基づく製品売上 11.5 億円、ライセンス料収入 4.2 億

円、間接収益 2 億円。総収益 17.7 億円。 

• 2027 年度: 特許に基づく製品売上 13.5 億円、ライセンス料収入 5.2 億

円、間接収益 2.5 億円。総収益 21.2 億円。 

• ROIC と EVA: 

• 2025 年度: ROIC 23%、EVA 3.1 億円。 

• 2026 年度: ROIC 26%、EVA 4.3 億円。 

• 2027 年度: ROIC 28%、EVA 5.5 億円。 

具体的な戦略: 

• 特許取得の拡大: 新たな特許を 10 件取得し、技術リーダーシップを強化。 

• 研究開発の強化: 新技術の開発に重点を置き、市場での競争優位性を維持。 

• ライセンス料収入の増加: 新たなパートナーとのライセンス契約を増やし、収益を拡

大。 

• リスク管理: 市場変化や技術進化に対するリスクを管理し、効率的な運営を目指す。 

参考文献 
• キリンホールディングス: 研究開発と知財戦略の連携について。 

• 三菱電機: 知的財産活動とグローバル戦略について。 

• シティユーワ法律事務所: 企業の特許戦略とリスク管理について. 

これらのプランは、企業の現在の状況と目標に基づいて、リスクと収益のバランスを取った戦略を

提案しています。挑戦的プランは技術リーダーシップの強化を目指し、岩盤プランは安定した収益

を維持し、リスクを最小限に抑えることを目指します。一方、中間プランはこれらのバランスを取っ

たアプローチを示しています。 

 


	挑戦的プラン
	岩盤プラン
	中間プラン
	挑戦的プランの事業計画
	知的財産投資評価と今後の戦略提案
	1. 知的財産投資評価
	2. 今後の戦略提案
	2.1. 挑戦的プラン
	2.2. 岩盤プラン
	2.3. 中間プラン


	まとめ
	知的財産投資の評価と今後の戦略提案
	現在の評価
	今後の戦略提案

	1. 挑戦的プラン
	2. 岩盤プラン
	3. 中間プラン
	参考文献


